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三井教授

図1　三井硯の夏の旅行

図2　EAM

ブレーキカ

図4　EAMの基本構造

電極

下部電極

図3　EAMの動き

図与　実際に作ったEAMブレーキ

ショルダーサポーター

図6　開発した装着型　腕のトレーニング装置
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◎
は
じ
め
に

私
の
研
究
室
は
、
正
式
に
は
「
医

用
精
密
工
学
研
究
室
」
と
い
う
名
前

で
、
精
密
工
学
技
術
つ
ま
り
高
性
能
・

高
機
能
を
機
器
を
開
発
す
る
た
め
の
技

術
を
使
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
用
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
装
置
そ
し

て
福
祉
機
器
、
さ
ら
に
は
医
用
機
器

の
世
田
谷
区
で
歯
医
者
さ
ん
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
、
お
も
し
ろ
い
卒
業
生
も

い
ま
す
。
こ
の
卒
業
生
の
電
機
大
高

校
時
代
の
担
任
の
先
生
は
、
現
在
電
機

大
高
校
・
中
学
の
校
長
先
生
で
あ
る
大

久
保
靖
先
生
で
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
数
日
前
に
大
久
保
先
生
と
一
緒
に

こ
の
卒
業
生
の
歯
医
者
さ
ん
に
会
い
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
電
機

大
学
機
械
工
学
科
先
端
機
械
コ
ー
ス
3

年
生
で
電
機
大
高
校
出
身
の
大
蔵
紗
穂

さ
ん
と
い
う
女
子
の
学
生
さ
ん
が
、
来

年
の
4
月
か
ら
4
年
生
と
し
て
新
た
に

一
二
井
桝
に
入
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
蔵
紗
穂
さ
ん
は
電
機
大
高

研
究
室
に
は
、
多
く
の
電
機
大
高
校
の

卒
業
生
の
方
が
い
る
の
で
、
私
も
な
ん

と
な
く
電
機
人
高
校
生
の
雰
囲
気
に
近

く
承
っ
た
よ
う
で
、
電
機
大
高
校
の
先

生
方
か
ら
「
三
井
先
生
は
電
機
大
高
校

の
卒
業
生
で
す
か
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
開
発
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
用
や
ト
レ
十
一
ン
グ
用
装
置

最
近
で
は
高
齢
者
の
方
々
が
増
え
、

そ
の
万
々
が
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
手
足
の
衰
え
を
防
ぐ
筋
肉
ト

レ
l
一
ン
グ
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
機
器
は
多
く
作
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
強
さ
を
調
節
す
る
た

の
開
発
を
行
っ
て
い
る
研

究
室
で
す
。

2
0
1
6
年
度
は
、
大

学
4
年
生
が
9
名
、
修
士

課
程
の
大
学
院
生
が
8

名
(
内
女
子
2
名
)
の
合

計
1
7
名
の
学
生
さ
ん
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
4
年
牛
に
中
国
人

留
学
生
1
名
、
大
学
院
生

に
フ
ラ
ン
ス
人
留
学
生
の

女
子
1
名
が
所
属
し
て
い

て
、
色
々
窒
一
一
口
裏
が
飛
び

交
う
研
究
室
で
す
。
図
1

は
研
究
室
で
夏
の
旅
行
に

行
っ
た
と
き
の
写
真
で

す。
電
機
大
高
校
の
卒
業
生

も
過
去
1
割
近
く
い
て
、

中
に
は
中
学
か
ら
電
機
大

で
、
4
年
生
で
三
井
研
究

室
に
所
属
し
、
さ
ら
に
は

大
学
院
ま
で
進
学
し
た
学

生
さ
ん
が
い
た
り
、
電
機

め
に
、
錘
や
バ
ネ
、
モ
ー

タ
ー
な
ど
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
が
殆
ど
で
、

強
さ
の
適
切
を
調
節
が

難
し
く
、
高
齢
者
に
合
っ

た
強
さ
の
調
節
に
失
敗

し
て
怪
我
を
負
わ
せ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。
し
か
も
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
を
ど
に
あ

る
装
置
は
大
型
で
自
宅

で
個
人
が
使
え
る
も
の

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打

破
す
る
た
め
に
、
小
型

で
外
部
か
ら
の
配
線
も

無
く
、
腕
に
装
着
で
き
、

し
か
も
強
さ
の
調
節
が

ボ
リ
ュ
ー
ム
等
で
簡
単

に
で
き
、
さ
ら
に
は
、

途
中
で
止
め
て
も
無
理

を
力
が
使
用
者
に
掛
か

ら
ず
安
全
と
い
う
、
夢

の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
機

d
r
ゝ
「
ノ
「
し
捺
せ
「

た
新
た
な
機
能
性
材
料
琴
M
で
す
。

田
A
M
一
里
の
C
三
〇
A
≡
a
c
〔
i
<
①

M
a
青
の
邑
一
電
気
的
吸
引
材
料
一
は
特

種
を
粉
を
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
に
繰
り

込
ん
だ
ゴ
ム
シ
ー
ト
の
よ
う
な
材
料

で
一
図
2
)
、
こ
の
琴
M
を
図
う
の
よ

う
に
電
極
で
挟
み
電
圧
を
掛
け
る
と
、

琴
M
が
電
極
を
引
き
つ
け
る
吸
引
力

を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て

い
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

琴
M
を
挟
ん
だ
電
極
の
片
方
一
例
え

ば
上
部
一
を

ス
ラ
イ
ド
さ

せ
る
と
、
電

極
と
ロ
ト
墓
の

間
に
ス
ラ
イ
　
極

ド
方
向
に
抵
　
電

抗
す
る
摩
擦

の
よ
う
を
抵

抗
力
が
は
た

ら
く
の
で
す
。

そ
の
た
め
、

電
極
と
琴
M

を
円
形
に
し
、

軸
を
通
し
た

横
道
と
す
る

こ
と
で
、
図

4
の
よ
う
に
、

例
え
ば
上
部

の
電
極
を
回

転
さ
せ
る
と
、

琴
M
と
回
転
さ
せ
た
電
極
と
の
間
に

抵
抗
力
が
発
生
し
、
そ
の
抵
抗
力
(
ブ

レ
ー
キ
カ
)
は
掛
け
る
電
圧
で
変
化
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
電
圧
で

ブ
レ
ー
キ
カ
を
調
節
で
き
る
回
転
型

の
軸
上
に
8
段
内

蔵
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
な

お
、
大
き
さ
は
縦

横
-
N
ふ
ヨ
雪
、
高

さ
基
雪
害
で
す
。

こ
　
の
田
A
M

ブ
レ
ー
キ
を
組
み

込
ん
だ
新
た
な
腕

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
装
置
を
実
際

に
開
発
し
ま
し
た

(
図
6
一
。
こ
の
装

置
は
小
型
で
腕
に

脚
　
講
盤

サ
ポ
ー
タ
を
用
い

て
肩
か
ら
腕
に
装

着
す
る
こ
と
で
、

琴
M
ブ
レ
ー
キ
で
発
生
し
た
ブ
レ
ー

キ
カ
を
腕
の
先
端
に
グ
リ
ッ
プ
を
介
し

て
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
筋
力
ト
レ
l
一
ン
グ
装
置
は
、
手

で
約
3
壇
の
バ
ー
ベ
ル
を
持
っ
た
の
と

介
し
た
研
究
は
全
体
の
一
部
で
、
こ
の

他
に
は
、
藤
倉
化
成
株
式
会
社
と
共
同

で
、
田
墓
ブ
レ
ー
キ
を
使
っ
た
、
脳

卒
中
な
ど
で
片
足
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ

た
方
が
普
通
に
歩
け
る
よ
う
に
な
る
訓

練
用
の
補
助
機
器
一
藤
倉
化
成
裸
式
会

社
の
サ
イ
ト
‥
h
喜
一
¥
¥
w
.
責
a
s
①
i
.

8
j
p
¥
「
a
d
喜
.
h
圭
に
掲
載
一
も
開
発

し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
今
年
中
に
も
製

品
と
し
て
発
表
で
き
る
予
定
で
す
。

さ
ら
に
は
、
モ
ー
タ
ー
に
代
わ
り
人

間
の
筋
肉
の
よ
う
を
柔
ら
か
い
動
き
が

で
き
る
た
め
の
動
力
に
在
る
よ
う
な
新

し
い
も
の
も
開
発
し
て
い
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
ハ
ン
ド
や
、
ヘ
ビ
や
象
の
鼻
の
よ
う

な
動
き
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の

開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も

の
は
、
ペ
ー
ジ
の
関
係
上
ご
紹
介
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

東
京
電
機
大
学
校
友
会
に
ご
連
絡
頂
く

か
、
東
京
電
機
大
学
高
等
学
校
の
進
路

の
先
年
に
お
願
い
す
れ
ば
私
に
連
絡
が

取
れ
ま
す
の
で
、
研
究
室
に
お
越
し
頂

き
、
開
発
し
た
実
物
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ

ヽ

　

○

-
〕

大
高
校
か
ら
電
機
大
そ
し
て
三
井
研
究

室
に
入
り
卒
業
し
た
後
、
別
の
大
学
の

歯
学
部
に
編
入
学
し
て
、
現
在
は
東
京

校
の
3
年
生
の
と
き
に
は
萱
」
と
い

う
ク
ラ
ス
で
、
担
任
は
幸
治
茂
弘
先
生

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
私
の

器
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
開
発
で
き

な
い
か
と
考
え
た
訳
で
す
。
そ
こ
で
注

目
し
た
の
が
、
私
の
研
究
室
で
開
発
し

ブ
レ
ー
キ
(
国
書
ブ
レ
ー
キ
)
が
開

発
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
考

え
に
基
づ
き
実
際
に
作
っ
た
国
書
ブ

レ
ー
キ
が
図
与
で
す
。
構
造
と
し
て

は
、
図
4
に
示
し
た
基
本
構
造
を
も

と
に
、
ブ
レ
ー
キ
カ
を
増
強
す
る
た

め
電
極
と
空
室
の
接
触
面
積
を
増
加

さ
せ
る
た
め
直
径
を
大
き
く
し
、
さ

ら
に
は
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
を
.
つ

同
じ
こ
と
が

で
き
る
の
で

す
。
ま
た
、

乾
電
池
を
内

蔵
し
電
圧
の

調
節
が
可
能

な
電
源
ボ
ッ

ク

ス

も

ト

レ
ー
ニ
ン
グ

装
置
に
一
緒

に
組
み
込
ん

だ
こ
と
で
簡

単
に
電
圧
操

作
が
で
き
、

腕
に
掛
か
る

強
さ
を
自
由

に
簡
単
に
調

節
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

◎
お
わ
り
に

東
京
電
機
大
学
中

学
・
高
等
学
校
同
窓
会

の
ご
厚
意
で
、
私
の
研

究
室
と
研
究
内
容
の

一
部
を
皆
さ
ん
に
ご

紹
介
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
ご
紹
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学科、クラブ名称 �開催日、曜日 �学校種別・卒業年 

1全日制電気科通信課程2組 �平成28年　4月　9日 �高等学校昭和32年 

2　全日制電子科1組 �平成28年　4月16日 �高等学校昭和41年 

3　全日制電気科1組 �平成28年　4月16日 �高等学校平成1年 

4　全日制電気科電力3組.電気機器2組 �平成28年　4月21日 �高等学校昭和27牢 

5　定時制電気科B,C組 �平成28年　5月　9日 �高等学校昭和27年 

6　釦制動,電鰯器,電鍵信,電気計測 �平成28年　5月13日 �高等学校昭和40年 

7　全日制電子科2組 �平成28年　5月21日 �高等学校昭和48年 

8　全日制普通科4組 �平成28年　5月22日 �高等学校昭和42年 

9　全日制電子科1,2組 �平成28年　6月　5日 �高等学校昭和44年 

10全日制電気科電気機器課程 �平成28年　6月11日 �高等学校昭和35年 

11全日制電気科電力2組 �平成28年　6月18日 �高等学校昭和35年 

12全日制普通科(1年次クラス) �平成28年　8月20日 �高等学校平成20年 

13全日制普通科6組 �平成28年　9月　7日 �高等学校平成28年 

14　全日制電気科1組 �平成28年　9月18日 �高等学校平成3年 

15　歴史研究部 �平成28年　9月18日 �高等学校 

16　全日制普通科9組 �平成28年　9月19日 �高等学校平成22年 

17　全日制普通科1組 �平成28年　9月24日 �高等学校昭和40年 

18全日制機械科 �平成28年　9月30日 �高等学校昭和41年 

19全日制普通科8,9組 �平成28年10月30日 �高等学校平成28年 

20定時制電気科電力課程 �平成28年11月12日 �高等学校昭和37年 

21全日制普通科3組 �平成28年11月12日 �高等学校平成25年 

22　全日制電子科2組 �平成28年11月12日 �高等学校昭和41年 

23　全日制電子科2組 �平成28年11月12日 �高等学校昭和49年 

24　定時制電気科電力課程1組 �平成28年12月16日 �高等学校昭和41年 

25　全日制普通科8組 �平成29年1月　3日 �高等学校平成23年 

26全日制普通科4,5組 �平成29年1月　7日 �高等学校昭和53年 

27全日制普通科1へ5組 �平成29年l月　9日 �高等学校平成27年 

28放送部 �平成29年l月21日 �高等学校 

29全日制普通科2組 �平成29年　2月　4日 �高等学校昭和39年 

9

月

2019

日日

先生、卒業生が歓談する「だんわ室」

でなて恒会と

まイい例につ里懇

詫禁総青雲

「クラス委員、教職
員、幹事等の懇談会」

小金井キャンパス会
議室で開催され、女
性会員も参加し活発
な意見交換が行われ
ました。

キャンパス図書室で行われた定例幹事会

熱心に聞き入るパソコン講習会

平成27年度　事業報告
<共通総務関連>
・第56同総会の開催:平成27牢5月23日(土)
・総会資料、幹事会案内、会計監査、予算書等のお知らせ
・各幹事会会議議事録作成
・武蔵野祭「だんわ室」の開設・運営(9月19、20日)
・宿泊幹事会開催(12月12、13日)
・クラス委員、教職員、幹事等との懇談会開催(11月28日)
・入学記念品として、キーホルダーを贈呈(平成27年4月)
・卒業言己念品として証書鋏みの贈呈(平成28年3月)

<経理委員会関連>
・前年度より新設された委員会、例年通りの処理を行い、改藻で

きる内容を検討した
<広報委員会関連>
・同窓会誌「朋友」第31号(冊子)をA4版に変更し発行
・ホームページのメンテナンス
・幹事向けパソコン講習会の開催(エクセルの使いた)
・校友会誌「しおり」発行への協力

<クラス会促進委員会関連>
・クラス委員名簿の充実とメンテナンスの継続
・クラス委員の確認と選任を働きかけ、クラス会開催を促進
・クラス会開催クラスの名簿の収集
・クラス会を開催するクラスに補助金として15,000円を支給
・OB・OC会を開催するクラブに補助金として15,000円を支給

平成27年度　　決　　　算 

(平成27隼4月1ロー平成28年3月31日)　(単位:円) 

収　　入 ��支　　出 

科　　目 �金　額 �科　　目 ��金　額 

会　　　　　う当 �1,736,000 � ��2.232.763 

困i4iOOO円×251名(高校) �1.004.000 �内 �総会費 クラス委員教職員懇談会費 クラス会開催補助金 クラブOB・OC会補助金 同窓会誌制作発行費 �173 127 630 45 l,005 �420 858 000 000 400 

訳i4,000門×183名(酵) �732,000 

活動費 �1,400.000 66.193 

(校友会活動費) ���宿泊幹事会費 �114 �963 

雑収入 ��訳 �「だんわ室」開設費 ◆′、i二1∠ゝ‾軍 �19 �480 

(税金、貯金利子、他) ���総務委員会費 広報委員会費 クラス会促進委員会 経理委員会費 運営委員会費 会則検討委員会費 �73 5 6 31 �0 100 602 540 400 0 

会話受賞 通常幹事会 武蔵野祭幹事会 諸費 交通費 慶弔党 籍賓 事務通信費 書‡波発送諸費 予備費 ��457 341 115 108 4 100 3 75 75 �,290 ,560 .730 ,510 ,980 ,000 ,530 ,226 ,226 0 

小　　　計 �3,202,193 �小　　　計 ��2,873,789 

前期繰越金 �667,118 �次期繰越金 ��995,522 

収入合計 �3,869,311 �支出合計 ��3,869,311 

平成28年度　事業計画
<共通総務関連>
・第57回総会の開催:平成28年5月28日(土)
・武蔵野祭「だんわ室」の開設・運営(平成28牢9月)
・新会員に同窓会活動について説明(平成29年3月)
・在学会員活動の参観「武蔵野祭・体育祭・クラブ活動・合唱祭」等
・同窓会幹事の発掘(クラス会開催時に幹事を依頼する)
・入学記念品として、キーホルダーを贈呈(平成28年4月)
・卒業記念品として証書鋏みの贈呈(平成29年3月)
・各会合資料の事前配布の実施

<経理委員会関連>
・各委員会へ予算の見喧しを促し、予算の変性を行う
・予算が友好的に使われているかを確認し検討を行う

<広報委員会関連>
・ホームページのメンテナンス
・同窓会誌「朋友」平成28年度版の発行(タブロイド版)
・校友会誌「しおり」発行への協力

<クラス会促進委員会関連>
・クラス委員名簿の充実とメンテナンスの継続を図る
・クラス委員不在のクラスに選任を働きかけクラス会開催を促す
・現在のクラス委員の再確認を行う
・クラス会を開催されたクラスの名簿の収集等を行う
・あらゆる場面を通じて、同窓会活性、クラス会開催のPRを行う
・クラス会、OB・OG会の開催時に補助金として年1回15,000円を支給する

平成28年度　　予　　　算 

(平成28年4月l日一平成29年3月31日)　　(単位:円) 

収　　入 ���支　　出 

科　　目 ��金　額 �科　　目 ��金　額 

会　　　　費 ��1,760,000 �事　　業　　費 ��2.500,000 

内 �4,000円X274名(高校) �1,096,000 �内 訳 �総会費 クラス委員教職員懇談会費 クラス会開催補助金 クラブOB・OG会補助金 同窓会誌制作発行費 �300,000 150000 

訳 �4,000円×166名(中学) �664,000 ���700,000 100,000 1,000,000 　0 50000 

活動費 ��1,400,000 

校友会活動費 雑収入 (税金、貯金利子、他) ����校外宿泊研修会費 ホームページ・サーバー管理費 

50,000 ��「だんわ室」開設費 総務委員会費 広報委員会費 クラス会促進委員会 経理委員会費 �40,000 40,000 20,000 40,000 20,000 20,000 20,000 

通常幹事会 三代蔵野祭幹事会 諸費 慶弔費 交通費 雑費 事務通信費 書類発送諸費 予備費 ��450,000 300,000 150,000 150,000 120,000 20,000 10,000 200,000 200,000 200,000 

小　　　計 ��3,210,000 �小　　　計 ��3,500,000 

前期繰越金 ��995.522 �次期繰越金 ��705,522 

収入合計 ��4,205,522 �・支出合計 ��4,205,522 

・東京電機大学中学・高等学校同窓会ホームページアドレス:http://www.tdu-Chukodoso.⊂Om/index.htmI

.東京電機大学中学・高等学校ホームページアドレス:http://WWW.dendai.ed.jp/
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ク
ラ
ス
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開
き
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が
、
仲
間
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が
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な
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等
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方
は
、
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友
会
事
務
局
に
お
電
話
下
さ
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。
補
助
金
の
支
給
等
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に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

(
連
絡
先
)
東
京
電
機
大
学
校
友
会
内
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会

・
住
　
所
　
〒
一
挙
∞
董
　
東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町
与

・
電
話
‥
宇
山
】
∞
や
い
一
き
　
[
妾
番
号
‥
露
-
い
い
∞
ま
一
∞
】

・
巾
-
喜
一
「
‥
k
e
こ
y
⊆
k
a
j
◎
言
●
d
垂
心
a
i
.
a
〔
.
」
p

・
U
R
「
　
言
p
ミ
≦
ミ
ミ
d
霊
●
e
「
●
ミ
k
e
y
こ
¥

編
集
後
記

今
回
一
面
特
集
記
事
に
、
先
端
の
医
用
技
術
を
研
究
開
発
し
て
い
る

東
京
電
機
大
学
の
三
井
教
授
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し

い
車
載
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
高
齢
化
で
ま
す
ま
す

需
要
が
高
ま
り
、
社
会
福
祉
に
大
き
く
貢
献
す
る
技
術
で
、
中
・
高
校

生
に
と
っ
て
も
関
心
の
持
て
る
特
集
だ
と
思
い
ま
す
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
学
園
関
係
等
、
掲
載
記
事
、
写
真
の
収
集
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
方
々
に
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

《
編
集
委
員
一
同
》

(
日
)
　
学
園
の

「
武
蔵
野
祭
」

に
合
わ
せ
、
後

援
会
と
合
同

で
「
だ
ん
わ
室
」

が
開
設
さ
れ
ま

した。年
々
好
評

で
、
卒
業
生
、

先
生
方
、
同
窓

(
土
)
、

五
、
ク
ラ
ス
委

三
、
「
だ
ん
わ
室
」

開
設

り
、
フ
リ
ー
メ
ー
ル
の
メ
イ
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

一
、
総
　
会

平
成
二
十
八
年
度
、

第
5
7
回
総
会
は
、
5
月

2
8
日
(
土
)
午
後
4
時

か
ら
小
金
井
キ
ャ
ン
パ

ス
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

全
員
で
校
歌
斉
唱
し

た
後
、
会
長
、
名
誉
会

長
、
来
賓
の
挨
拶
が
あ

り
、
議
事
も
滞
り
を
く

進
行
し
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会

も
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
会
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
か
ら
れ
ま
し
た
。

“
一
、
定
例
幹
事

会1
月
、
8
月
を
除

き
、
毎
月
一
回
定
例
幹

事
会
が
開
か
れ
、
同
窓

会
運
営
に
関
し
様
々
を

検
討
、
審
議
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。

山
田
幹
事
が
講
師
と
な

書
室
を
借
り
て
開
催

等
、
同
窓

会
の
活
性

化
に
役
立

て
て
お
り

ます。

会
幹
事
、
役
員

等
が
、
憩
い
の

場
と
し
て
大
い

に
活
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

四
、
パ
ソ

コ
ン
講

習
会

「
武
蔵
野
祭
」

初
日
に
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
図

同
窓
会
活
動

の
活
性
化
は
、

ま
ず
卒
業
生
が

ク
ラ
ス
会
を
開

催
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、

こ
の
懇
談
会
を

通
し
、
様
々
な

意
見
を
収
集
し
、

ク
ラ
ス
会
開
催


